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火災予防・救急車利用についてのお願い …………………Ｐ３
子育て＆健康ひろば …………………………………Ｐ10～Ｐ11

　１月26日㈯27日㈰の２日間、旭町今市の市民体育館に
おいて、第10回島根県雪合戦大会が開催されました。
　今大会から、名誉大会実行委員長に就任された、元広
島東洋カープの佐々岡投手が子どもたちと交流試合を行
いました。〈写真中央、黄色のゼッケン着用者〉
　そして、第10回を記念して作られた大きな雪合戦旗に、
サインとともに「感謝」という２文字が綴られました。
その言葉をを受け、雪合戦を通しての出会い、深められ
た絆に感謝を込めて、みんなで「ありがとう雪合戦！」
を唱和し、大会の幕を降ろしました。
　（関連記事Ｐ９)

　
　
　

浜
田
市
市
民
憲
章（

平
成
18
年
10
月
１
日
制
定
）

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
青
い
海
と
緑
の
大
地
に
恵
ま
れ
た

美
し
い
自
然
と
温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
田
市
民
で
す

　

明
る
く
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

こ
の
憲
章
を
定
め　

力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　

き
ま
り
を
守
り　

よ
い
習
慣
を
育
て

　
　

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

心
身
の
健
康
に
心
が
け　

明
る
い
家
庭
を
築
き

　
　

ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

働
く
喜
び
と
誇
り
を
も
ち

　
　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

郷
土
を
愛
し　

教
養
を
高
め

　
　

文
化
の
か
お
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

高
齢
者
を
う
や
ま
い　

こ
ど
も
を
は
ぐ
く
み

　
　

み
ん
な
が
助
け
合
う
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

命
の
大
切
さ
を
深
く
考
え

　
　

お
互
い
を
尊
重
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

なつかしの国 石見

記念旗に書かれた佐々岡委員長のサイン

～出会い、交流～～出会い、交流～

ありがとう雪合戦!ありがとう雪合戦!
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再
交
付
の
申
請
・
学
生

用
の
保
険
証
の
申
請
に

つ
い
て

３月浜田市議会定例会日程（予定）
会期　２月26日㈫～３月21日㈮（25日間）
　　　２月26日㈫　本会議　開会　施政方針表明、

提案説明（全員協議会）
　　　　　27日㈬　本会議　会派代表質問
　　　　　28日㈭、29日㈮　本会議　個人一般質問
　　　３月３日㈪　本会議　個人一般質問
　　　　　４日㈫　本会議　個人一般質問予備日
　　　　　５日㈬　本会議　議案質疑
　　　　　６日㈭　総務文教委員会
　　　　　７日㈮　福祉環境委員会
　　　　　10日㈪　産業経済委員会
　　　　　11日㈫　建設都市委員会
　　　　　12日㈬～14日㈮　予算審査委員会
　　　　　17日㈪、18日㈫　予算審査委員会
　　　　　21日㈮　本会議　表決（全員協議会）
　　　　　　　　　議会運営委員会
　なお、上記日程は予定であり、開会１週間前の
議会運営委員会で正式に決定します。会議の傍聴
は、当日議会事務局で受け付けています。
　なお、各委員会および全員協議会の傍聴は、会
場の都合により７人までの人数制限があります。
各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更となる場合がありますので事前に議会事務局
までお問い合わせください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議の開催予定・状況」に
掲載しますのでご覧ください。
問い合わせ先　議会事務局（☎本庁内線５１６）

　

国
民
健
康
保
険
証
は
大
切
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
!!

　

最
近
、
国
民
健
康
保
険
証
の
再

交
付
の
申
請
が
増
え
て
い
ま
す
。

保
険
証
は
身
分
証
明
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
も
多
く
、
知
ら
な
い
う
ち

に
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
保
険
証
は
大
切
に
保
管
し
、

紛
失
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
証
を
な

く
し
た
り
、
破
れ
た
り
、
汚
れ
て

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に

は
、
申
請
に
よ
り
再
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　

保
険
証
を
な
く
し
た
場
合
は
、

警
察
に
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
本
人
の
身
分
を
証
明
（
運
転
免

許
証
な
ど
）
す
る
も
の

○
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
保
険
証

（
紛
失
の
場
合
は
不
要
）

○
印
鑑

※　

発
見
し
た
時
は
、
再
交
付
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
古
い
方

の
保
険
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

Ｑ　

子
ど
も
が
東
京
の
大
学
に
行

く
の
で
、
保
険
証
を
持
た
せ
た

い
の
で
す
が
。

Ａ　

子
ど
も
が
浜
田
市
か
ら
転
出

し
修
学
す
る
場
合
、
修
学
用
の

保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。
転
出

の
手
続
の
際
に
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
次
の
い
ず
れ
か

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

・
入
学
決
定
通
知
書
ま
た
は
入
学

許
可
証　

・
授
業
料
の
振
込
領
収
書
な
ど

○
国
民
健
康
保
険
証

○
印
鑑

※　

い
ず
れ
も
、
申
請
に
来
る
人

が
本
人
・
住
民
票
上
同
一
世
帯

の
人
・
直
系
血
族
・
配
偶
者
以

外
の
場
合
は
、
身
分
を
証
明
す

る
も
の
と
委
任
状
も
必
要
で
す
。

申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課
国
保
係
（
☎
本
庁

内
線
１
３
４
、１
３
５
）

金
城
支
所
市
民
福
祉
課
国
保
年

金
係　
　
　
（
☎
42
１
２
３
５
）

旭
支
所
市
民
福
祉
課
国
保
年
金

係　
　
　
　
（
☎
45
１
４
３
４
）

弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課
国
保
年

金
係　
　
　
（
☎
48
２
６
５
６
）

三
隅
支
所
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
32
２
８
０
７
）

　

市
役
所
三
隅
支
所
３
階
集
会
室

開
放
す
る
施
設

体
育
施
設　

小
学
校
・
中
学
校
の

体
育
館
（
一
部
校
庭
）

※　

後
野
小
・
井
野
小
・
井
野
小

室
谷
分
校
を
除
き
ま
す
。

文
化
施
設　

第
四
中
・
三
隅
中
・

三
階
小
・
弥
栄
小
・
三
隅
小
・

岡
見
小
・
原
井
幼
稚
園

※　

そ
れ
ぞ
れ
利
用
で
き
る
施
設

が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象
者　

市
内
の
団
体
で
、

学
校
施
設
を
年
間
通
じ
て
定
期

的
に
利
用
す
る
団
体

※　

金
城
・
旭
・
弥
栄
自
治
区
内

の
学
校
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
各
支
所
教
育
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課（
☎
本
庁
内
線
４
５
８
）

金
城
教
育
課（
☎
42
１
２
３
７
）

旭
教
育
課　
（
☎
45
１
４
４
０
）

弥
栄
教
育
課（
☎
48
２
１
２
１
）

三
隅
教
育
課（
☎
32
２
８
１
２
）

国 保

平
成
20
年
度
学
校
開
放

事
業
説
明
会

説明会
　

学
校
施
設
を
定
期
的
に
利
用
し

年
間
を
通
じ
て
活
動
を
予
定
し
て

い
る
団
体
は
、
説
明
会
に
出
席
し

登
録
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

　

３
月
３
日
㈪　

午
後
６
時
30
分
〜

場
所

浜
田
自
治
区
内
の
施
設
希
望
団
体

　

浜
田
公
民
館

三
隅
自
治
区
内
の
施
設
希
望
団
体

〜
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

　

る
皆
さ
ん
へ
〜

〜
市
外
で
修
学
す
る
皆
さ
ん
へ
〜



つ
い
て
の
お
願
い
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春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

防
火
標
語

「
火
は
見
て
る　

あ
な
た
が
離

れ
る　

そ
の
時
を
」

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
３
月
１
日
㈯

か
ら
７
日
㈮
ま
で
の
７
日
間
、
全

国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点
目
標

○
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
低
減

を
は
か
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
早
期
設
置
を
促
進
す
る
。

○
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

　

放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
町
内
会
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
放
火
防
止
対
策
を
推
進
す

る
。

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

運
動
期
間
中
、
浜
田
自
治
区
は

夜
９
時
に
火
災
注
意
信
号
（
サ
イ

レ
ン
30
秒
を
１
回
）
を
鳴
ら
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
の
自
治
区
は
行
政

防
災
無
線
な
ど
に
よ
る
放
送
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
19
年
中
の
火
災
・
救
急
概
況

　

平
成
19
年
に
あ
っ
た
火
災
の
概

況
と
救
急
車
の
出
動
件
数
は
次
の

と
お
り
で
す
。

火
災
概
況

　

市
で
は
、
37
件
の
火
災
が
発
生

し
、
約
２
２
、４
５
５
千
円
の
損

害
が
あ
り
ま
し
た
。
火
災
件
数
は

近
年
の
平
均
を
下
回
り
、
平
成
18

年
と
比
べ
て
も
10
件
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
火
災
に
よ
り
１

人
が
亡
く
な
ら
れ
、
４
人
が
負
傷

さ
れ
ま
し
た
。

　

浜
田
市
に
お
け
る
出
火
原
因
は
、

第
１
位　

た
き
火　

21
件

第
２
位　

こ
ん
ろ　

５
件

第
３
位　

た
ば
こ　

３
件

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
至
る
ま
で
の
要
因
の
ほ

と
ん
ど
は
、
火
を
取
り
扱
う
人
の

不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

た
き
火
は
原
則

禁
止
で
す
が
、
や

む
を
え
ず
行
う
と

き
は
、
風
の
強
い

日
は
避
け
、
周
囲

の
燃
え
や
す
い
も

の
を
取
り
除
い
て

お
く
と
と
も
に
、
そ
の
場
を
離
れ

ず
、
終
わ
っ
た
ら
必
ず
水
を
掛
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

倉
庫
や
物
置
、
空
家
な
ど
夜
間

無
人
と
な
る
建
物
に
は
施
錠
を
確

実
に
行
い
、
建
物
の
周
囲
に
は
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
て
放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
の
火
種
は
小
さ
く
、
炎

を
上
げ
て
燃
え
出
す
ま
で
時
間
が

か
か
る
た
め
、
気
付
か
ず
に
就
寝

後
や
外
出
後
に
火
災
と
な
っ
て
被

害
を
大
き
く
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
吸
殻
の
後
始
末
を
十
分
に
す

る
習
慣
を
つ
け
、
投
げ
捨
て
な
ど

の
行
為
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
火
を
使
う

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日

頃
か
ら
防
火
に
心
掛
け
、
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

救
急
車
の
出
場
件
数

　

こ
れ
を
前
年
と
比
較
す
る
と
、

救
急
出
場
件
数
で
11
件
、
搬
送
人

員
で
は
96
人
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
１
日
平
均

７
・
５
件
の
出
場
で
、
１
日
に
７

人
が
救
急
隊
に
よ
っ
て
搬
送
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
故
種
別
ご
と
に
み
る
と
、

第
１
位　

急
病　

１
、７
０
９
件

救
急
出
場
件
数
の
半
数
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。

第
２
位　

一
般
負
傷　

４
３
３
件

第
３
位　

転
院
搬
送　

２
７
６
件

第
４
位　

交
通
事
故　

２
２
８
件

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
気
や
怪
我
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
正
し
い
利
用
を
！

　

救
急
車
は
、
生
命
に
か
か
わ
る

よ
う
な
病
気
や
怪
我
の
人
を
一
刻

も
早
く
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
場

合
に
利
用
す
る
も
の
で
す
。

　

救
急
車
が
本
来
の
使
命
を
果
た

せ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
消
防
本
部
予
防
課
）

市税・国民健康料（税）夜間納付
窓口の開設のお知らせ

　市税・国民健康保険料（税）の納付・
相談について、平日夜間窓口を開設
します。平日に時間が取れず、納付・
相談ができない人や納め忘れていた
人は、ぜひ利用してください。
期間　２月21日㈭、22日㈮、25日㈪、
26日㈫

時間　午後５時30分～７時30分
場所　徴収課（市役所本庁２階⑰番
窓口）

　本庁川側地階入口からお入りくだ
さい。
問い合わせ先　
　徴収課（☎本庁内線２１５）

つ
い
て
の
お
願
い

火災予防・救急車利用に

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、
火

の
元
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

救急出場件数(件)
浜田 1,790
金城 250
旭 148
弥栄 131
三隅 425
合計 2,744

搬送人員（人）
浜田 1,724
金城 245
旭 145
弥栄 124
三隅 412
合計 2,650



職　種 必要な資格等 予 定 賃 金
事務員 Word､Excelが使用可能 臨時 日額　　6,160円

保健師 保健師免許
臨時 日額　　7,080円
非常勤嘱託 月額　167,400円

看護師 看護師免許
臨時 日額　　6,570円
非常勤嘱託 月額　157,900円

保育士 保育士免許
臨時 日額　　6,570円
非常勤嘱託 月額　157,900円

用務員 資格は問いません
臨時 日額　6,240円～

6,670円
非常勤嘱託 月額　146,600円

調理員 調理師免許
臨時 日額　　6,240円
非常勤嘱託 月額　146,600円

幼稚園教諭 幼稚園教諭免許
臨時 日額　　6,570円
非常勤嘱託 月額　157,900円

介護支援専門員 介護支援専門員証 月額　157,900円

収納嘱託員 市税などの徴収業務に
理解と熱意を有する人 月額　54,000円および能率報酬

監視員
（宿日直業務） 資格は問いません 月額　146,600円

4広報はまだ：平成20年２月15日号

登
録
制
度

　

市
で
は
、
業
務
の
必
要
に
応
じ

て
、
市
役
所
や
市
の
施
設
で
働
く

臨
時
職
員
お
よ
び
非
常
勤
嘱
託
職

員
な
ど
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
採

用
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前
に

登
録
し
た
人
の
中
か
ら
、
条
件
に

合
う
人
を
選
考
し
、
書
類
審
査
・

面
接
な
ど
に
よ
り
決
定
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
登
録
は
、
年
度
ご
と
に
行

い
、
有
効
期
間
は
年
度
末
（
３
月

31
日
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
平
成

19
年
度
に
登
録
し
て
い
る
人
も
、

平
成
20
年
度
の
登
録
を
希
望
す
る

場
合
に
は
、
新
た
に
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

年
齢
18
歳
以
上
の
人
（
定
時
制

を
除
き
高
校
生
は
不
可
）

職
種

　

主
な
職
種
、
必
要
な
資
格
お
よ

び
賃
金
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
表
に
な
い
職
種
も

業
務
の
必
要
に
よ
り
採
用
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※　

賃
金
は
平
成
20
年
度
の
見
込

額
で
す
。

※　

臨
時
用
務
員
の
賃
金
は
勤
務

場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

勤
務
時
間 

臨
時
職
員　

週
５
日
以
内
、
１
日

８
時
間
以
内 

非
常
勤
嘱
託
職
員　

　

月
17
日
、
１
日
８
時
間
な
ど

※　

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
職

種
、
勤
務
場
所
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

※　

監
視
員
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
庁
舎
に
お
け
る
宿
日
直
業
務

と
な
り
ま
す
。

勤
務
場
所

　

市
役
所
本
庁
ま
た
は
各
支
所
、

も
し
く
は
市
立
保
育
所
、診
療
所
、

学
校
ま
た
は
幼
稚
園
な
ど
の
出
先

職
場

任
用
期
間

　

業
務
の
必
要
に
応
じ
た
期
間
で

６
か
月
以
内
。（
必
要
な
場
合
は

更
新
し
ま
す
。）

登
録
方
法 

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
役

所
本
庁
人
事
課
ま
で
持
参
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
に

は
、
希
望
職
種
、
勤
務
可
能
時
間

の
範
囲
、
希
望
す
る
勤
務
場
所
、

ま
た
、
臨
時
事
務
員
は
パ
ソ
コ
ン

の
操
作
程
度
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

登
録
受
付

　

４
月
１
日
付
け
採
用
に
つ
い
て

は
、
３
月
３
日
㈪
（
郵
送
の
場
合

は
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
登
録

受
け
付
け
を
し
た
人
か
ら
選
考
を

行
い
ま
す
。
そ
れ
以
後
の
採
用
に

つ
い
て
は
、随
時
受
け
付
け
ま
す
。

登
録
か
ら
採
用
ま
で
の
流
れ

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

人
事
課
（
市
役
所
本
庁
３
階
、

☎
本
庁
内
線
３
３
２
）

平
成
20
年
度
の
臨
時
職
員
お
よ
び
非
常
勤
嘱
託

職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す

《
臨
時
職
員
を
必

要
と
す
る
場
合
》

必
要
と
す
る
職
場

の
担
当
者
が
登
録

者
の
中
か
ら
条
件

に
合
う
人
を
書
類

選
考

各
職
場
の
担
当
者

が
登
録
者
に
面
接

の
電
話
連
絡

人
事
課
に
履
歴
書

を
提
出(

登
録
完

了
・
登
録
は
年
度

末
ま
で
有
効)

各
職
場
の
担
当
者

が
面
接
を
行
い
、

勤
務
条
件
な
ど
を

確
認採

否
決
定

注
意
事
項 

　

こ
の
登
録
は
採
用
を
保
障
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

各
職
場
の
業
務
の
必
要
に
応
じ

て
採
用
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望

職
種
の
募
集
が
行
わ
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
登
録
者
が
多

数
の
職
種
や
、
希
望
す
る
勤
務
条

件
に
合
わ
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

登
録
期
間
内
に
採
用
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
内
容
の
変
更
や
、
登
録
の

取
り
消
し
を
す
る
場
合
に
は
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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　国税局・税務署では、申告書の自書
作成と早期提出を推進しています。
　自分の申告書は、自分で正しく作成
し、郵送などにより、早めに提出しま
しょう。
　申告期限を過ぎると加算税や延滞税
がかかる場合があります。

  （　　　広島国税局・税務署）

●課税売上高が1,000万円を超えると消費税の申告と納税が必要
です。
　平成17年分の課税売上高が1,000万円を超えている人は、平
成19年分は課税事業者となり、消費税の申告が必要となります。
　また、「消費税課税事業者届出書」を速やかに納税地の所轄
税務署長に提出する必要があります。
　なお、平成19年分の課税売上高が1,000万円以下であっても、
平成19年分の消費税の申告が必要となります。

●課税売上高が1,000万円以下となった場合には、速やかに「消
費税の納税義務者でなくなった旨の届出書」を提出してくだ
さい。

国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp
問い合わせ先　浜田税務署（☎㉒０３６０）

申告は、
ｅ-Tax・郵送･窓口で！！

◇◇消費税の確定申告◇◇

寡婦控除について
Ｑ　私は会社に勤めている間、年末調整で寡婦控除を受けていました。退職した今、年金収入のみで確定
申告の必要はありませんが、市民税県民税は課税されています。

　市民税県民税で寡婦控除を受けるにはどうすればよいでしょうか。
Ａ　夫（妻）と死別または離婚し、その後再婚していない人は、所得や扶養する子の有無など一定の条件
を満たす場合、寡婦（夫）控除が受けられます。年末調整をしない人は、申告が必要です。確定申告を
すれば市民税県民税でも寡婦控除が適用されますが、確定申告の必要がない人は、市民税県民税の申告
書を申告期間中【３月17日㈪まで】に市へ提出してください。

地震保険料控除について
Ｑ　地震保険料控除が新しくできたと聞いたのですが、どんな控除ですか。また、これまでの損害保険料
控除はどうなりますか。
Ａ　地震保険料控除とは、居住者など（生計を一にする配偶者やそのほかの親族を含む）の所有する居住
用家屋・生活用動産（家財など）に対する損害保険契約のうち、地震などによる損害を対象とした保険
料（地震保険料）を支払った場合に、所得から控除できる新しい制度です。
　（平成19年中の支払い分から対象となります。）

◆平成19年分から短期損害保険料が控除対象からはずれます。
◆一つの保険契約で地震保険料と長期損害保険料を支払っていた場合には、地震保険料または長期損害保
険料のどちらか有利な方を選択してください。 

確 定 申 告 期 限

所　得　税 ３月17日㈪

消費税・地方消費税
（個人事業者） ３月31日㈪

贈　与　税 ３月17日㈪

注意点　記帳および帳簿などの保存が必要です。
　課税仕入れなどに係る消費税額の控除を受けるために
は、課税仕入れなどの事実を記録した帳簿および請求書な
どの両方の保存が必要となります。

保 険 料 の 区 分 控除限度額
所得税 住民税

●地震等損害保険契約に関する保険料
損害保険契約のうち地震などによる損失を補填する保険金などが
支払われるもの

50,000円 25,000円

●長期損害保険契約に関する保険料
平成18年12月31日までに締結した損害保険契約のうち、満期返戻
金などがあり、かつ保険期間または共済期間が10年以上のもので、
平成19年１月１日以後にその契約などを変更していないもの。

15,000円 10,000円

●地震保険料と長期損害保険がある場合
　地震保険料控除額と長期損害保険料控除額の合計 50,000円 25,000円

問い合わせ先　浜田税務署（☎㉒０３６０）、
税務課市民税係（☎本庁内線２３２、２３５）
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こ
の
度
、
浜
田
商
工
会
議
所
・

石
央
商
工
会
・
浜
田
市
の
３
者
で

市
内
企
業
を
応
援
す
る
組
織
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
企
業
事
業
所
の

経
営
・
販
路
開
拓
に
関
す
る
相
談

や
各
種
補
助
制
度
の
紹
介
な
ど
を

受
け
付
け
ま
す
。
企
業
活
動
に
関

す
る
相
談
の
窓
口
で
す
の
で
、
何

で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
３
階

※　

文
化
ホ
ー
ル
裏
側
に
専
用
通

用
口
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

は
ま
だ
産
業
振

興
機
構
（
☎
㉕
８
７
１
７
、
FAX

㉕
８
８
４
５
）

「
は
ま
だ
産
業
振
興
機
構
」

設
立
の
お
知
ら
せ

設 立

正
と
な
る
よ
う
に
、
建
築
物
の
維

持
・
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

今
一
度
、
安
全
点
検
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
築
住
宅
課
指

導
係
（
☎
本
庁
内
線
５
６
２
）

広域圏だより
浜田市・江津市

浜田地区広域行政組合
　野原町（☎㉓１４６８）

～環日本海時代を展望した人と地域の個性が輝く生活創造圏域～

　浜田地区広域行政組合の議決機関である組合議会は、浜
田市および江津市の市議会議員の中から選任された、浜田
市６人、江津市４人の合計10人で構成されています。構成
議員は、次のとおりです。

問い合わせ先　総務課

移動図書館　L
ラ 　 ブ

♡VE　B
ッ 　 ク

OOK号　がやって来ます！！
　主に小中学校、公民館を巡回（８コース）し、本の貸出をしていますので、ぜひ利用してください。
貸出　１人３冊まで　・返却　次回巡回時（約１か月後）

※　３月20日㈭は浜田図書館休館のため、21日㈮に巡回します。
問い合わせ先　浜田図書館（☎㉒０４８０）

４日
（火）

今福小学校
10:00～ 10:35

今福公民館
10:45～ 11:15

美又公民館
11:25～ 11:55

波佐小学校
13:00～ 13:30

ときわ会館
13:40～ 14:30

久佐公民館
15:00～ 15:45

６日
（木）

雲城小学校
10:10～ 10:40

小国公民館
11:00～ 11:50

金城中学校
12:50～ 13:30

金城支所前
13:40～ 14:10

国府公民館有福分館
14:40～ 15:20

宇野小学校
15:30～ 16:10

11日
（火）

木田小学校
10:00～ 10:40

木田生活改善センター
11:00～ 11:40

旭センター
12:20～ 12:50

旭中学校
12:55～ 13:30

旧和田保育所前
13:45～ 14:45

今市小学校
15:00～ 16:00

13日
（木）

和田小学校
10:10～ 10:50

市木生活改善センター
11:10～ 12:10

市木小学校
12:55～ 13:35

都川公民館
13:50～ 14:50

佐野小学校
15:30～ 16:10

18日
（火）

岡見小学校
10:15～ 10:45

岡見公民館
11:00～ 12:00

三隅小学校
12:50～ 13:40

三保公民館
13:50～ 14:50

白砂公民館
15:00～ 16:00

21日
（金）

井野小学校
10:10～ 10:45

井野公民館
11:00～ 12:00

三隅中学校
13:00～ 13:35

黒沢公民館
14:00～ 14:50

三隅公民館
15:10～ 16:00

25日
（火）

井野小学校室谷分校
10:10～ 10:50

大麻公民館
11:00～ 12:00

美川小学校･第四中学校
12:50～ 13:30

美川公民館
13:40～ 14:20

美川公民館西分館
14:30～ 15:10

バス停下鍋石
15:25～ 16:00

27日
（木）

弥栄会館
10:00～ 12:00

弥栄小学校
12:50～ 13:40

杵束公民館
13:50～ 15:20

弥栄中学校
15:30～ 16:00

住
み
よ
い
安
全
な
環
境
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
!!

放
置
さ
れ
た
空
家
の
持
主
へ

点 検
　

最
近
、
荒
廃
し
た
状
態
で
放
置

さ
れ
て
い
る
空
家
を
よ
く
見
受
け

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
倒
壊
の

お
そ
れ
の
あ
る
も
の
や
、
屋
根
葺

き
材
・
外
壁
が
道
路
や
隣
地
へ
落

下
し
て
危
険
な
も
の
も
あ
り
、
近

隣
の
住
民
な
ど
に
迷
惑
を
か
け
て

い
ま
す
。

　

当
該
建
築
物
ま
た
は
そ
の
敷
地

の
所
有
者
、
管
理
者
ま
た
は
占
有

者
は
、
保
安
上
ま
た
は
衛
生
上
適

し尿汲み取り旗の料金改定

　４月１日㈫から、し尿汲み取り旗（三
角旗）の料金を、新規、再配布ともに、
１本１００円に改定します。

（環境課）

道路

このまま放置されたら
危険です。近所迷惑です。
急いで手当てしてください。

組合区分 名　　　前 所　　　属
議　長 小川　泰昭 浜田市議会
副議長 福原　昭平 江津市議会

議　員

澁谷　幹雄 浜田市議会
川神　裕司 浜田市議会
河野　正行 江津市議会
藤田　利作 江津市議会
鎌原ヤシヱ 浜田市議会
山本　　誉 江津市議会
向　　惇雄 浜田市議会
江口　修吾 浜田市議会

★移動図書館車巡回日程表（３月）★

（敬称略）
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　お正月に韓国ソウルの実家
に帰ってきました。ソウルは
雪が降っていて、とても寒
かったです。でも、家に帰る
とぽかぽかで、オンドル（床
下暖房）のありがたさを改めて感じました。ま
た、家族が待っている家に帰るという幸せもし
みじみ感じました。ソウルの騒がしさから浜田
の静かさに戻るとほっとする一方、寒い部屋で
一人ぼっちになると少し寂しい気持ちにもなり
ます。
　今回ソウルに帰って思ったのは、街中に日本
の物が増えているということでした。和食屋や
回転寿司屋、日本から入ってきたステーキ屋さ
ん、去年できたというミスタードーナツなどに
行くと、どこもお客さんが多かったです。ま
た、ソウルの南の最大の繁華街に去年できたユ
ニクロのレジにも長い列ができていました。道
には L

レ  ク  サ  ス

EXUS （日本車）の車が何台も走ってい
ました。甥にねだられて行った「ケロロ軍曹」
という日本のアニメの展示会は韓国の子どもた
ちで賑わっていました。ケーブルテレビでも日

本のドラマや格闘技を放送していました。
　友だちの中にも日本のドラマや音楽にはまっ
ている人がおり、お勧めの最新のドラマを聞か
れました。日本人っぽい髪型や服装をするのが
おしゃれだと思う若者も多いです。政治的には
まだそうではないかもしれませんが、もう多く
の韓国人が文化的には日本を嫌わなくなってき
ているような気がします。
　浜田にも韓国に興味を持っている人がたくさ
んおられ、韓国人の私よりも詳しい人もおられ
ることにいつも感心するのですが、逆に韓国で
は「日流」と言ってもいいくらい日本に対する
関心が高まっているようです。なぜか日本人は
韓国の文化に、韓国人は日本の文化に惹かれる
のですね。それはお互い似ているようで違うも
のに対する人間の本能かもしれません。これか
らも韓国と日本の人たちがお互いの文化を理解
し合って、もっと深く広く交流できることを祈
りながら、私も国際交流員とし
て２００８年もまたがんばりたい
と思いますので、浜田の皆さん
今年もよろしくお願いします。

惹
ひ

かれ合う韓国と日本
浜田市国際交流員　 金

キム

 　穂
ス

原
ウォン

今日からおうちで省エネ !!　【電気こたつの巻】

　日脚青壮年深山会で
は、宝くじの普及広報
を目的として、その受
託事業収入を財源に実

施している㈶自治総合センターの平成19年度コ
ミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）により、
日脚ちびっ子広場の整地、植樹および遊具を設
置し広場全体の整備を行いました。
　今回の整備により、この広場が子どもの遊び
場だけでなくコミュニティ活動の拠点として活
用されることで、住民の連帯感が生まれ地域の
活性化に大きく寄与できるものと期待されます。

平成19年度宝くじ助成事業

　　～二酸化炭素（CO2）の排出を減らして、
地球温暖化を防ごう！～　　

　こたつに入ると、気持ちよくなってついついうたた寝
してしまう人も多いと思いますが、風邪には気をつけて
くださいね。ここでちょっと電気こたつの使い方を見直
してみましょう。環境にやさしいだ
けでなく、家計にもおトクです。
★こたつ布団に、上掛けと敷布団を
　あわせて使いましょう。
　年間で電気32.48kwhの省エネ　約710円の節約
　原油換算8.19Ｌ　CO2 削減量18.0kg
　こたつ布団だけの場合と、こたつ布団に上掛けと敷布
団を併用した場合（１日５時間使用）

★設定温度は低めにしましょう。
　年間で電気48.95kwhの省エネ　約1,080円の節約
　原油換算12.34Ｌ　CO2 削減量27.2kg
　１日５時間使用で、温度調節を「強」から「中」に下
げた場合

【一口メモ】こたつはおもに腰から下を暖める暖房機器
なので、上半身は寒くなりがちです。カーディガンなど
を１枚多めに着込むことが温かさのポイントです。
出典：㈶省エネルギーセンター「第4版　家庭の省エネ大事典」

（環境課） （地域政策課）
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佐々岡真司元投手プロ野球現役引退慰労会
たくさんの感動をありがとう！  そしてお疲れさま

　昨年プロ野球（広島東洋カープ）の現役選手を引退した佐々岡真司さん（金
城町出身）の18年間におよぶ活躍を称

たた

えねぎらう慰労会を、佐々岡選手後援会
が12月21日㈮、市内で開催しました。
　慰労会には高校時代の恩師をはじめ、中学・高校当時のチームメート、縁の

ある人や地元ファンら１１５人が出席しました。参加者
は、アマチュア時代やプロ野球生活でのエピソードなど
佐々岡さんと親しく話を交わし、一方では「指導者とし
て再びユニフォームを着て、梨田昌孝監督（北海道日本ハムファイターズ）とともに活躍
する姿を早く見せて欲しい」とエールを送りました。
　佐々岡さんは、長年プロ野球界で活躍し島根の子どもたちや県民に夢や感動を与えた功
績から、１月18日㈮に島根県功労者表彰を受章。島根県のプロスポーツ関係者では大野豊
さん、梨田昌孝さんに続いて３人目の受章者となります。

活躍を称える宇津市長

わ だ い かなぎかなぎ

参加者に贈られた
「佐々岡引退記念ボール」

　第21回全国都道府県対抗中学バレーボール大会（女子の部）が、12月24日㈪
～27日㈭大阪市を会場に開催され、島根県女子チームの選手に選抜された金城
中学校３年の小松原汐莉さんが出場しました。
　島根県チームは予選を勝ち上がり決勝トーナメントへ進出しベスト16に入る
大健闘を見せ、小松原さんはアタッカーとして活躍しました。

全国都道府県対抗中学バレーボール大会で活躍
金城中学校「小松原汐

　し お り　

莉」さん

活躍を見せた小松原さん

　追原・入野地区などの小学生から高齢者までの51人が、１月２日㈬に噺
山(金城町追原)へ登山を行い、今年一年の無病息災を祈念しました。
　この行事は、新春を元気に笑いながら迎えようと美又公民館と地元の有
志９人で構成する実行委員会が昨年から開催しています。
　当日、午前９時に出発し噺山の遊歩道を歩き、頂上へついた一同は、絶
景をバックに新年の決意を１人ずつ発表、もちを焼いて食べたり用意した
おしるこを飲みながら元気で楽しい新春を山頂で迎えました。

「第2回新春に噺
はなし

山
やま

へ登ろうや」開催
山頂で元気に初笑い

噺山頂上で記念撮影

　12月28日㈮、29日㈯の２日間、太鼓演奏でおなじみの「きんたわらべ花太鼓」
の子どもたちと保護者や花炎太鼓のメンバー総勢35人は、市役所金城支所周辺
地域で火災予防を呼びかけて歩きました。
　この活動は、昨年から金城消防隊の年末警戒に併せて行っており、午後６時
半から約１時間、すでに真っ暗になった周辺には、拍子木の音と子どもたちの
「火の用心」という元気な声が響き渡りました。

子どもたちが火災予防を呼びかけ
きんたわらべ花太鼓のメンバーが夜回り

市役所金城支所前で暖かくお出迎え

書初めにした目標を披露

　社会福祉法人いわみ福祉会では１
月11日㈮、桑の木園体育館（金城町
七条）において成人式を開催し、新しく大人の仲間入りをした７人が祝福を受
けました。
　室﨑富恵いわみ福祉会理事長をはじめ、来賓や保護者からのお祝いのことば
を受けて、新成人たちは「二十歳のことば」と題し、それぞれの目標を書初め
にして掲げ決意を述べました。

桑の木園成人式
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あさひ ま ち のあさひ自治区のページ自治区のページ

和みのふるさと・雪合戦の聖地で熱き戦い！
～第10回 島根県雪合戦大会～

　１月26日㈯27日㈰の２日間、旭の冬の代名詞・島根県
雪合戦大会が開催され、県内外から参加した47チーム（一
般の部20、レディスの部３、ジュニアの部12、フレンド
リーの部12）が熱戦を繰り広げました。
　会場は、雪不足により今年も市民体育館での開催となり
ましたが、各部において、レベルの高い試合が多く見られ、
また、昨年から設けられたフレンドリーの部には定数を上
回る申込みがあるなど、より充実した大会となりました。
　２月に北海道の昭和新山山

さん

麓
ろく

で開催される国際大会へ
は、今大会の優勝チームを含む代表が参加し、全国のチー
ムを相手に今度は雪上での熱い戦いに挑みます。 センターシェルター（防護壁）奪取をかけた熱い攻防

優　　勝 準 優 勝

一 般 の 部 チーム酔っぱらい
（庄原市高野町）

旭雪合戦部（青）
（浜田市旭町）

レディスの部 デンジャラースガール
（浜田市）

No  Name
（松江市）

ジュニアの部 今市暴れん坊９
（浜田市旭町）

元気っ子市木
（浜田市旭町）

☆試合結果

記念旗を囲む選手たちを代表し、宣誓をする、
大屋力也さんと西川知佳さん（旭中）

大賑わいの市木自治会によるバザー
交流会にもご協力いただきました　

フレンドリーの部は　　　
コスチュームもユニーク！

交流試合終了後、健闘をたたえ合い
佐々岡委員長とガッチリ握手！

引き分けの時に行うVT戦
雪だるまが落ちれば得点！

　今回は第10回を記念し、競技のほかにも大会を盛り上げる企画が満
載。初日の試合終了後には、交流レセプションが催され、楽しいゲー
ムや地元の味を囲みながら雪合戦を通した交流の和が広がっていまし
た。
　また、今回が雪合戦初体験という佐々岡真司名誉大会実行委員長参
加の交流試合は、たくさんのギャラリーが見守る中、笑いあり歓声あ
り、終始和やかな雰囲気で行われました。

大歓迎交流レセプション。雪合戦に
ちなんで !?「かき氷早食いゲーム」 ジュニアの部　優勝「今市暴れん坊９」

レディスの部　優勝
「デンジャラースガール」



10広報はまだ：平成20年２月15日号

子育て子育て

健康ひろば健康ひろば
＆

おじいちゃんおばあちゃんへ
　

赤
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見
る
と
、
自

然
と
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
す
ね
。

　

一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
に
「
今
ど
き
の
子
育
て

情
報
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
た
頃
と
は
育
児
関
連
用
品
も

ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
り
ま
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
を
訪
問
す
る

と
、
周
り
か
ら
の
言
葉
に
戸
惑
う

お
母
さ
ん
の
声
が
聴
か
れ
ま
す
。

　

産
後
不
安
定
に
な
り
が
ち
な
お

母
さ
ん
の
気
持
ち
を
汲
み
取
り
な

が
ら
、
子
育
て
を
支
援
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
わ
ら
べ
唄
や
語
り

か
け
な
ど
、
お
母
さ
ん
は
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
孫

と
ふ
れ
あ
う
姿
を
目
で
見
、
耳
で

聞
き
、
学
ん
で
い
く
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
昔
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
子

育
て
を
、
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

お
母
さ
ん
が
ど
う
し
て
よ
い
か

戸
惑
っ
て
い
る
主
な
例
に
対
し
て

の
「
今
ど
き
の
子
育
て
情
報
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　

決
し
て
、
昔
の
子
育
て
を
否
定

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
．
母
乳
に
つ
い
て

　
「
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
る
け
ど
、

母
乳
が
足
り
て
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
？
」

　

母
乳
は
、
毎
回
一
定
の
量
を
飲

ま
せ
る
ミ
ル
ク
の
場
合
と
は
違

い
、
毎
回
出
る
量
も
違
う
し
赤

ち
ゃ
ん
が
飲
む
量
も
違
い
ま
す
。

あ
ま
り
飲
ま
な
く
て
も
機
嫌
が
良

け
れ
ば
そ
れ
で
良
し
と
し
、
ま
た

す
ぐ
欲
し
が
っ
た
ら
母
乳
を
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
お
っ
ぱ
い
が
張
っ
て

い
な
く
て
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

赤
ち
ゃ
ん
が
吸
う
事
で
母
乳
は
作

ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
何
回
で
も

与
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば

母
乳
の
出
も
良
く
な
り
ま
す
。

２
．
断
乳
・
卒
乳
に
つ
い
て

　
「
も
う
お
っ
ぱ
い
は
や
め
る
頃

じ
ゃ
な
い
の
？
」

　

お
っ
ぱ
い
を
や
め
る
こ
と
を
以

前
は
断
乳
と
言
い
ま
し
た
が
、
今

で
は
卒
乳
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
断

乳
は
お
母
さ
ん
や
周
り
の
都
合
で

強
制
的
に
止
め
さ
せ
る
こ
と
を
言

い
、
卒
乳
は
子
ど
も
が
自
分
か
ら

自
然
に
飲
ま
な
く
な
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。

　

卒
乳
の
年
齢
に
は
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
２
歳
く
ら
い

で
も
本
人
が
欲
し
が
れ
ば
母
乳
は

続
け
て
も
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

３
．
果
汁
・
湯
冷
ま
し
に

　

つ
い
て

　
「
果
汁
や
湯
冷
ま
し
を
飲
ま
せ

て
る
？
」

　
「
離
乳
食
を
は
じ
め
る
前
に
果

汁
を
飲
ま
せ
る
必
要
は
な
い
」
と

い
う
こ
と
が
、
２
０
０
７
年
３
月

に
厚
生
労
働
省
の
離
乳
食
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
の
人
工
乳
時
代
は
鉄
分
が
少
な

く
、
吸
収
を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

を
補
給
す
る
意
味
で
果
汁
を
摂
取

し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

湯
冷
ま
し
に
つ
い
て
は
、
昔
の

人
工
乳
が
濃
す
ぎ
た
頃
に
勧
め
ら

れ
た
も
の
で
、
ど
ち
ら
も
現
在
で

は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
湯
上
り

に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
が
れ
ば

母
乳
や
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
ま
し
ょ

う
。

４
．
抱
き
ぐ
せ
に
つ
い
て

　
「
抱
き
ぐ
せ
が
つ
く
か
ら
、

抱
っ
こ
し
す
ぎ
な
い
で
ね
」

　
″
抱
き
ぐ
せ
〞
と
い
う
の
は
、

戦
後
、
ア
メ
リ
カ
の
育
児
方
法
が

取
り
入
れ
ら
れ
た
際
に
提
唱
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

最
近
で
は
、
抱
っ
こ
に
対
す
る

考
え
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。
抱
っ

こ
を
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
あ
る
方
が
、
よ

り
子
ど
も
の
自
立
を
助
け
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
母
さ
ん

だ
け
で
な
く
、
お
父
さ
ん
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
た

く
さ
ん
抱
っ
こ
を
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
「
今
ど
き
の
子
育
て

情
報
」
を
知
っ
た
上
で
、「
お

母
さ
ん
や
孫
が
大
切
な
ん
だ

よ
」
と
い
う
気
持
ち
で
接
す
る

こ
と
で
、
お
母
さ
ん
も
子
育
て

に
自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

（
子
育
て
支
援
課
）

　

歯
科
検
診
、
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
塗
布
し
ま

す
。）、
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　

浜
田
自
治
区
内
に
居
住
の

１
歳
以
上
の
在
宅
乳
幼
児

※　

保
育
園
・
公
立
幼
稚
園
入
所

者
は
園
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
６
日
㈭

　

受
付
①
午
後
１
時
〜
１
時
30

　

分
、
②
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
先
着
30
人

料
金　

４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

含
む
）

申
込
開
始
日　

２
月
21
日
㈭

持
っ
て
く
る
も
の　

タ
オ
ル
、
母

子
手
帳

申
込
方
法　

受
付
時
間
①
か
②
を

選
択
し
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
申
込
開
始
時
間
は

い
ず
れ
も
２
月
21
日
㈭
午
前
９

時
か
ら
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
成
支
援
係

　
（
☎
本
庁
内
線
１
７
３
、１
９

　

１
） 在

宅
児
フ
ッ
素
塗
布



３月の休日診療

○休日応急診療所
開設時間
　午前10時～午後４時
場所　市役所本庁地階
　（☎㉒２６１２）

日 当番医
２日㈰ 彌　重　博　巳
９日㈰ 安　東　一　郎
16日㈰ 小　池　茂　之
20日㈷ 澤　田　宏　志
23日㈰ 笠　田　　　守
30日㈰ 斎　藤　寛　治

　休日に病気になったら、休日応急診療所や在宅当番医を
利用してください。

※　当番医が変更になることがあります。
問い合わせ先
　地域医療対策課医療対策係（☎本庁内線２１６） 

日 病院名 住　所 電話番号

２日㈰ 国民健康保険
あさひ診療所 旭町丸原 45０００２

９日㈰ 金城沖田医院 金城町七条 42１８００
16日㈰ 寺井医院 三隅町西河内 32００３８
20日㈷ 野上医院 三隅町三隅 32００３１
23日㈰ 大屋医院 弥栄町長安本郷 48２００８
30日㈰ 金城沖田医院 金城町七条 42１８００

○在宅当番医　開設時間　午前８時30分～正午
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健　

康　

相　

談

○
健
康
相
談

　

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、健
康
相
談

日
時　

月
曜
日
と
金
曜
日　

　

午
後
１
時
〜
３
時

○
禁
煙
相
談

　

個
別
相
談
、
禁
煙
支
援
相
談

日
時　

２
月
22
日
㈮　

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

い
ず
れ
も
本
庁
地
階
健
康

相
談
室

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課

健
康
推
進
係
（
☎
本
庁
内
線

１
５
５
、１
６
９
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
ど
も
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
有
名
な
講
師
を
浜
田
に
迎

え
ま
す
。「
子
ど
も
が
育
つ
」
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
大
人
は
ど

ん
な
環
境
を
つ
く
れ
ば
い
い
の

か
。
こ
の
機
会
に
、
み
ん
な
で
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

講
師　

市
原
悟
子
さ
ん
（
ア
ト
ム

共
同
保
育
園
園
長
）

演
題　
「
心
を
育
て
る
か
か
わ
り
」

〜
最
前
線
の
ト
ラ
ブ
ル
、
苦
悩

に
ど
う
立
ち
向
か
う
？
子
ど
も

と
の
か
か
わ
り
は
こ
れ
で
い
い

の
？
〜

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者
、
子

育
て
支
援
者

日
時
お
よ
び
会
場

１
回
目　

２
月
29
日
㈮　

サ
ン
マ

リ
ン
浜
田　

２
回
目　

３
月
１
日
㈯  

浜
田
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

申
し
込
み　

不
要

託
児　

あ
り
（
要
申
込
）

託
児
申
込
締
切
日　

２
月
20
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課

育
成
支
援
係

　
（
☎
本
庁
内
線
１
９
１
）

講
演
会
「
心
を
育
て
る
か
か

わ
り
」

　

市
で
は
年
間
を
通
じ
て
高
齢
者

世
帯
な
ど
へ
の
昼
食
の
宅
配
が
可

能
な
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

　

詳
し
く
は
、
２
月
末
日
ま
で
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
高

　

齢
者
包
括
支
援
係
⑨
番
窓
口

　
（
☎
本
庁
内
線
１
５
３
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
宅
配
事
業

所
の
募
集

断
酒
会

日
時　

２
月
19
日
㈫

　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

山
口
源
吉
さ
ん

（
☎
㉒
２
４
９
５
）

平成20年度から健診が変わります

　平成20年４月から、医療保険者に対し、40～
74歳を対象とした「特定健康診査・特定保健指導」
の実施が義務づけられました。この健康診査は
「メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）」
に着目したもので、日本人の死因割合の高い生
活習慣病の予防と早期発見が目的です。
メタボリックシンドロームとは
　高血圧・高血糖・脂質異常などの危険因子が
２つ以上ある状態です。不健康な生活習慣によ
り内臓脂肪が蓄積し、放っておくと心臓病や脳
卒中、糖尿病などの生活習慣病へとつながりま
す。
今までの健診とどうちがうの

※　特定健診・特定保健指導の実施内容などに
ついては、決まり次第お知らせします。

問い合わせ先　健康長寿課（☎本庁内線１５５）

今まで 平成20年４月から

健診の種類
・市の実施する
基本健康診査

・職場健診
　　　　　など

　加入している医療
保険者が行う特定健
康診査
※　75歳 以 上 の 人
は、島根県後期高齢
者医療広域連合が実
施する健康診査

内　容 

病気の早期発
見・治療が目的
で、医療機関へ
の受診を促すこ
とが中心

　特定健康診査の結
果から、メタボリッ
クシンドロームやそ
の予備軍の人を見つ
け、改善と予防に向
けた支援・保健指導
に重点をおく
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53

　

平
成
19
年
12
月
15
日
㈯
の
午
後
、

「
国
際
文
化
交
流
の
夕
べ
」
を
、
本

学
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
（
本
学

手
作
り
の
）
催
し
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
国
際
的
な
文
化
交
流

を
は
か
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
平
成

12
年
の
本
学
開
学
以
来
、
毎
年
開
催

し
、今
年
は
第
８
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
「
白
岩
貢
＆
秦
江
里
奈

ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
サ
イ
タ
ル
」
で
幕
を

あ
け
ま
し
た
。
青
森
、
東
京
に
そ
れ

ぞ
れ
在
住
の
二
人
は
、
遠
路
、
浜
田

に
来
浜
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
フ
ァ
ン
の
人
た
ち
に
来
場

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
す
ば
ら
し

い
白
岩
さ
ん
の
バ
リ
ト
ン
と
秦
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
来
場
者
全
員
が

魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
曲
目
の
間

で
は
、
演
奏
者
自
ら
の
曲
目
解
説
や

会
場
か
ら
の
ア
ン
コ
ー
ル
の
際
に
は

『
浜
田
市
民
歌
』
を
来
場
者
と
一
緒

に
歌
う
な
ど
、
会
場
が
一
体
と
な
っ

た
心
温
ま
る
リ
サ
イ
タ
ル
と
な
り
ま

し
た
。

み
ん
な
が
『
新
し
い
風
』
と
な
り
、

よ
り
企
画
性
の
高
い
集
い
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
催
し
と

し
て
第
２
部
で
は
、
市
民
や
、
子
供

の
皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
に
『
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
の
交
流

会
』
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生

や
学
校
関
係
者
が
市
民
の
皆
様
と
よ

り
多
く
の
交
流
の
時
間
を
増
や
す
よ

う
に
と
今
年
は
立
食
形
式
に
し
ま
し

た
。
花
道
を
通
る
多
彩
な
サ
ー
ク
ル

や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
・
ト
ナ
カ
イ
の

衣
装
を
身
に
纏ま

と

っ
た
事
務
局
職
員
の

出
し
物
な
ど
、
市
民
と
一
緒
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
国
際
文

化
交
流
の
夕
べ
」は
、
市
民
の
皆
様
、

そ
し
て
他
文
化
の
方
々
と
触
れ
合
う

貴
重
な
機
会
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
来
年

以
降
も
多
く
の

ご
出
席
、
そ
し

て
皆
様
と
楽
し

め
る
こ
と
を
心

か
ら
期
待
し
て

お
り
ま
す
。」

「
博
士
号
取
得
・
出
版
記
念

報
告
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

大
盛
況

　

国
際
交
流
の
夕
べ

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
利
用

の
お
知
ら
せ

　

引
き
続
き
、
会
場
を
学
生
会
館
に

移
し
、
学
生
た
ち
の
企
画
・
運
営
に

よ
る
第
２
部
を
開
催
し
ま
し
た
。
留

学
生
に
よ
る
中
国
語
の
歌
や
ロ
シ
ア

文
化
に
つ
い
て
の
話
、
琴
サ
ー
ク
ル

の
発
表
な
ど
国
際
色
に
あ
ふ
れ
た
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
わ
り
に
、
学
生
幹
事
代
表
の
杉

山
敦
宣
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
し
ま
す
。

　
「
当
日
は
、
多
数
の
ご
出
席
を
頂

き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
年
も
皆
様
の
お
か
げ
で
大
成

功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
多
く
の
１
年
生
・
留
学
生
に

実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

　

本
学
大
学
院
の
博
士
号
を
取
得
し

た
人
の
出
版
記
念
の
発
表
会
を
開
催

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
29
日
㈮

　
　

午
後
４
時
〜
７
時

場
所　

県
立
大
学
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン

　

県
立
大
学
で
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
て

い
ま
す
。

　

読
書
、
研
究
、
情
報
収
集
な
ど
、

活
用
方
法
は
様
々
で
す
。
ぜ
ひ
一
度

来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
概
要

　

メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
２
階
建

て
で
、
１
階
が
図

書
館
で
す
。

　

約
10
万
冊
の
図

書
、
１
０
０
種
類

以
上
の
雑
誌
、
国

内
外
約
20
種
の
新

聞
が
あ
り
ま
す
。

　

図
書
は
社
会
科

学
（
法
律
・
経
済
・

行
政
な
ど
）
分
野

を
中
心
に
人
文
・

自
然
科
学
、
郷
土
資
料
な
ど
、
広
い

分
野
の
も
の
を
揃
え
て
い
ま
す
。

◆
利
用
の
範
囲

・

閲
覧
（
図
書
・
雑
誌
・
新
聞
を
館

内
で
閲
覧
で
き
ま
す
。）

・

複
写
（
著
作
権
法
の
範
囲
内
で
コ

ピ
ー
で
き
ま
す
。）

・

貸
出
（
文
庫
・
新
書
コ
ー
ナ
ー
の

図
書
を
１
人
３
冊
２
週
間
以
内
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

◆
利
用
で
き
る
時
間

午
前
９
時
〜
（
平
日　

午
後
８
時

ま
で
、
土
曜
日　

午
後
５
時
ま

で
）

※　

学
生
の
試
験
期
間
な
ど
利
用
で

き
な
い
日
、
開
館
時
間
が
短
い
日

が
あ
り
ま
す
。

◆
利
用
方
法

　

利
用
登
録
が
必
要
で
す
。
免
許
証

な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
無
料
で
利
用
者

カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。

※　

18
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

◆
利
用
の
状
況

　

一
般
の
人
の
登
録
者
は
既
に

１
０
０
人
を
超
え
、
何
度
も
利
用
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
か
ら

は
、「
静
か
で
読
書
し
や
す
い
。」「
明

る
く
広
い
の
で
快
適
」「
専
門
書
が

多
い
」
な
ど
、
意
見
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
㉔
２
２
０
４
、
FAX
㉔

２
２
１
０
）

Em
ail//m

edia@adm
in.u-shim

ane.ac.jp
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「
平
成
20
年
度
男
女
共
同
参

画
週
間
」
の
標
語

　

男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
、
平
成
13
年
度
よ
り
、
男
女
共

同
参
画
週
間
（
６
月
23
日
〜
29
日
）

を
実
施
し
、
内
閣
府
で
は
、
こ
の
週

間
の
趣
旨
を
広
く
浸
透
さ
せ
る
た
め

の
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容　

男
女
共
同
参
画
を
テ
ー

マ
に
し
た
標
語

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も

※　

作
品
数
制
限
な
し
。
個
人
に
よ

る
も
の
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

応
募
締
切
日　

２
月
29
日
㈮
ま
で

（
必
着
）

応
募
方
法　

は
が
き
、
メ
ー
ル
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
１
通
に
１
作
品
を
記
入
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総

務
課
広
報
啓
発
担
当
（
☎
０
３-

３
５
８
１-

２
０
２
２
）

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
元
気
で
お
過

ご
し
で
す
か
？
い
き
い
き
と
元
気
で

楽
し
い
老
後
を
送
る
た
め
の
講
演
会

と
健
康
を
考
え
た
調
理
実
習
を
開
催

し
ま
す
。

第
13
回　

急
変
時
の
対
処

講
師　

坂
本
栄
美
子
さ
ん
、
下
手
麻

美
さ
ん
（
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
副

看
護
師
長
）

日　

３
月
６
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

場　

浜
田
公
民
館

料　

無
料

第
14
回　

簡
単
バ
ラ
ン
ス
食

講
師　

宮
木
千
鶴
子
さ
ん

子
ど
も
と
関
わ
り
合
う
楽
し
さ
を

体
感
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
座

　

〜
子
ど
も
の
権
利
を
と
お
し
て

学
び
あ
お
う
〜

対
象　

大
人

講
師　

北
島
尚
志
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人　

あ
そ
び
環
境
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ

ア
フ
タ
フ
・
バ
ー
バ
ン
代
表
）

日　

３
月
１
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

い
わ
み
ー
る

定　

先
着
30
人

料　

５
０
０
円

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
・
す
ぺ
ー

す
21
浜
田
事
務
所　

岡
本
さ
ん

（
☎
・
FAX
㉓
４
２
２
４
、
電
話
は

午
後
４
時
以
降
）

浜
田
高
等
技
術
校

平
成
20
年
度
建
築
科
入
校
生

（
二
次
募
集
）

　

建
築
工
事
用
具
お
よ
び
機
械
に
よ

る
構
造
材
の
加
工
・
木
造
建
築
物
の

建
て
方
な
ど
の
基
礎
的
建
築
施
工
技

能
と
、
関
連
知
識
の
習
得
や
技
能
検

定
の
実
技
合
格
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　

原
則
と
し
て
30
歳
未
満
で
、

中
学
校
・
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
人

定　

４
人

料　

授
業
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、

作
業
服
、
資
格
費
な
ど
は
実
費
個

人
負
担
。
約
６
５
、０
０
０
円
）

訓
練
期
間　

１
年
間
（
４
月
〜
平
成

21
年
３
月
）

募
集
期
間　

２
月
８
日
㈮
〜
３
月
３

日
㈪

入
校
検
定
日　

３
月
10
日
㈪

選
抜
方
法　

学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申・

問　

浜
田
高
等
技
術
校
（
☎
㉗

０
４
５
７
、
FAX
㉗
４
０
２
７
）

平
成
20
年
度　

国
立
病
院
機
構

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

看
護
師
・
助
産
師

対
象　

看
護
師
ま
た
は
助
産
師
免
許

所
有
者
の
人
（
40
歳
位
ま
で
）
ま

た
は
、
３
月
に
看
護
師
・
助
産
師

学
校
を
卒
業
見
込
の
人

試
験
日　

３
月
初
旬
予
定

応
募
方
法　

随
時
受
付
し
て
い
ま

す
。

問　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

　
（
☎
㉒
２
３
０
０
）

INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　

日　

３
月
13
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

場　

浜
田
公
民
館

定　

先
着
20
人

料　

５
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

浜
田
公
民
館
（
☎
㉒
９
３

　

５
８
）
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絵
画
・
書
道
・
手
芸
作
品
な
ど
浜

田
市
内
の
公
民
館
で
活
動
す
る
文
化

サ
ー
ク
ル
の
力
作
の
数
々
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日　

３
月
１
日
㈯　

午
前
９
時
〜
午

後
５
時
、
２
日
㈰　

午
前
９
時
〜

午
後
３
時

場　

浜
田
公
民
館
研
修
室
・
図
書
室

問　

生
涯
学
習
課
（
☎
本
庁
内
線

４
５
７
）

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

演
題　
「
た
い
け
ん
、は
っ
け
ん
、

ほ
っ
と
け
ん
！　

〜
差
別
っ
て

い
っ
た
い
な
ん
や
ね
ん
？
〜
」

講
師　

川
口
泰
司
さ
ん
（
山
口
県
人

権
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

日　

２
月
17
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分
〜

場　

第
三
中
学
校

問　

第
三
中
学
校（
☎
㉗
１
１
５
０
）

　

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
本
庁
内
線
３
４
５
、３
４
６
）

第
93
回
鑑
賞
例
会

「
お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
」
劇
団
う
り
ん
こ
公
演

　
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
だ
っ
て
が
ん

ば
っ
て
い
る
ん
だ
、
そ
し
て
ぼ
く
の

お
父
さ
ん
も
」
と
お
芝
居
を
観
て
、

子
ど
も
た
ち
が
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
夢

と
勇
気
を
持
ち
、
歩
み
だ
し
て
く
れ

た
ら
・
・
・
そ
ん
な
思
い
で
作
ら
れ

た
と
て
も
楽
し
い
作
品
で
す
。

日　

３
月
８
日
㈯　

午
後
２
時
〜
、

午
後
５
時
〜

場　

い
わ
み
ー
る

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
・
FAX
㉓
６
３
９
６
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

　

県
立
体
育
館
に
設
置
し
て
あ
る
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
卓
球
台
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
台
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
で

お
も
い
お
も
い
に
プ
レ
ー
で
き
ま

す
。
併
せ
て
、
簡
単
に
で
き
る
運

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
で
き
る
か

な
？
」
コ
ー
ナ
ー
も
行
い
ま
す
。
今

回
は
、「
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会
」で
す
。

日　

３
月
１
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時

対
象　

高
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど
に
入

学
・
在
学
し
て
い
る
人
の
保
護
者

ま
た
は
本
人

融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き

２
０
０
万
円

金
利　

年
２
・
50
％

返
済
期
間　

10
年
以
内

返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済

据
置
期
間　

在
学
期
間
以
内
で
の
元

金
の
据
置
き
が
で
き
ま
す
。

※　

金
利
は
平
成
19
年
12
月
12
日
現

在
（
固
定
金
利
）

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

国
民
生
活
金
融
公
庫
（
☎
㉒

２
８
３
５
、
FAX
㉒
７
６
３
２
）

ほ
っ
と
割
、入
浴
感
謝
デ
ー

　

日
ご
ろ
千
畳
苑
を
利
用
し
て
も

ら
っ
て
い
る
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、
入
浴
感
謝
デ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
日
本
海
を
一
望
で
き
る
ヘ
ル

ス
ト
ン
人
工
温
泉
を
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

日　

２
月
16
日
㈯
〜
３
月
16
日
㈰

場　

国
民
宿
舎
千
畳
苑

日
帰
り
入
浴
料
金

通
常
料
金　

大
人
３
５
０
円
、
小

学
生
２
５
０
円
、
小
学
生
以
下

２
０
０
円

期
間
中
特
別
料
金

土
日　

小
学
生
以
下　

１
０
０
円

月
木　

60
歳
以
上　
　

１
０
０
円

火
金　

レ
デ
ィ
ー
ス　

２
０
０
円

水　
　

メ
ン
ズ　
　
　

２
０
０
円

問　

国
民
宿
舎
千
畳
苑
（
☎
㉘
１
２

　

５
５
）

人

権

集

会

国際交流から学ぶ世界の男女共同参画
　浜田市国際交流員の董

トウ

剛
ゴウ

さん、金
キム

穂
スウォン

原さん、
エヴァン　アンダーソンさんに、中国、韓国、
アメリカの文化や習慣、男女共同参画の現状に
ついて話をしてもらいます。
対象　どなたでも
日　３月１日㈯　午後３時～４時
場　弥栄会館
定　40人
料　無料
申込締切日　２月29日㈮
申込方法　電話で申し込んでください。

中古電化製品をゆずってください
　不要になったＣＤラジカセ・カセットウォー
クマン・掃除機・アイロン・炊飯器・小型テレ
ビ・ＤＶＤプレーヤーなどの電気製品を無償で
提供してもらい、県立大学留学生の皆さんに、
有効に活用してもらいます。
　なお、提供物品は衛生的で修理の必要のない
ものをお願いします。提供できる人は、浜田国
際交流協会へ持参してください。
問　市役所本庁２階地域政策課内浜田国際
交流協会　藤田さん（☎㉔１２４１、 FAX㉓
０２１０）

浜田国際交流協会から

第
１
回
浜
田
市
立
公
民
館

作
品
展
示
会　

国
民
生
活
金
融
公
庫
か
ら

国
の
教
育
ロ
ー
ン

場　

県
立
体
育
館

料　

無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　

県
立
体
育
館（
☎
㉓
１
２
０
１
）

INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION
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第
13
回

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク

　

唐
谷
坂
保
存
会
で
は
、
定
例
の

ウ
ォ
ー
ク
に
替
え
、
昨
年
12
月
に
浜

田
・
三
隅
道
路
の
事
業
に
伴
い
、
遺

跡
（
紀
元
３
世
紀
頃
）
が
内
田
町
で

発
掘
調
査
さ
れ
現
地
説
明
会
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
説
明
会
の
状
況
と
発

掘
物
（
１
、８
０
０
年
前
の
生
活
跡
）

の
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

日　

２
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場　

石
見
公
民
館
図
書
室

料　

無
料

問　

島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ
と
案

内
人　

古
谷
さ
ん
（
☎
㉓
８
１
３

　

５
）

面
白
い
・
楽
し
い
・
行
け
行
け
氷
上

運
動
会

対
象　

５
歳
〜
６
歳
、
小
学
校
１
年

生
種
目　

リ
レ
ー
方
式
に
よ
る
大
玉
こ

ろ
が
し
、
障
害
物
競
走
、
イ
ス
ソ

リ
リ
レ
ー
な
ど

日　

３
月
２
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
11
時

定　

各
グ
ル
ー
プ
と
も
20
人

料　

無
料

※　

安
全
の
た
め
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・

サ
ポ
ー
タ
ー
（
無
料
）
を
つ
け
ま

す
。
リ
ン
ク
に
は
自
分
の
靴
で
入

り
ま
す
。
ま
た
、
手
袋
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
護
者

は
、
リ
ン
ク
上
で
声
援
、
玉
入
れ

の
カ
ゴ
を
支
え
る
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

滑
走
料
無
料
デ
ー

日　

２
月
27
日
㈬

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

石
見
地
方
有
機
農
業
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催

　

環
境
や
安
全
・
安
心
な
食
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
有
機
農
業

を
今
後
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
、
消
費
者
の
人
へ
の
情
報
発
信
の

場
と
し
て
、
有
機
農
業
の
意
義
や
動

向
お
よ
び
石
見
地
域
の
取
組
事
例
な

ど
を
紹
介
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

講
演　

環
境
を
大
切
に
し
た
み
ん
な

に
喜
ば
れ
る
農
業

講
師　

毛
利
嘉
宏
さ
ん
（
㈱
野
菜
く

ら
ぶ
取
締
役
）

対
象　

有
機
農
業
に
関
心
の
高
い
消

費
者
お
よ
び
生
産
者
の
人

日　

３
月
12
日
㈬

　

正
午
〜
午
後
４
時

場　

浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

定　

１
２
０
人

料　

無
料

※　
「
サ
ル
ー
！
ハ
バ
ナ
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ

上
映
も
あ
り
ま
す
。（
午
後
０
時

20
分
〜
０
時
55
分
）

※　

併
せ
て
、
有
機
農
産
物
の
展
示

な
ど
も
行
い
ま
す
。（
午
後
１
時

〜
４
時
）

有
機
農
産
物
の
展
示
・
販
売
な
ど

日　

３
月
11
日
㈫
、
12
日
㈬

　

午
前
10
〜
午
後
７
時

場　

ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
店
１
階
展
示

場
問　

西
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
内
構

造
対
策
緊
急
地
域
担
当
（
☎
㉙
５

　

７
５
１
、
FAX
㉙
５
５
９
１
）

香
典
返
し

そ
の
他
寄
付

　

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
野
原
町　

木
原
圭
司　

▽
殿
町　

寺
本
和
子

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
下
府
２
＝
▽

下
府
町　

江
川
勇
一　

岩
﨑
唯
始　

○
長
沢
３
＝
▽
長
沢
町　

千
代
延
一

枝　

○
原
井
４
＝
▽
原
井
町　

川
島

貴
志　

○
下
府
＝
▽
下
府
町　

岩
﨑

唯
始　

○
唐
鐘
＝
▽
国
分
町　

長
本

一
隆　

○
唐
鐘
８
＝
▽
国
分
町　

長

本
一
隆　

○
汐
入
＝
▽
熱
田
町　

柳

光
和
美

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
下
府
＝
▽
下

府
町　

江
川
勇
一　

岩
﨑
唯
始　

○

周
布
１
＝
▽
周
布
町　

大
庭
忠
文　

○
日
脚
＝
▽
日
脚
町　

釜
江
巖
雄　

○
原
井
＝
▽
原
井
町　

川
島
貴
志　

○
浅
井
＝
▽
浅
井
町　

森
康
雄　

○

唐
鐘
＝
▽
国
分
町　

長
本
一
隆

◎
久
佐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ　

▽
金
城
町
久
佐　

横
田
好
則

◎
弥
栄
福
祉
会
へ　

▽
弥
栄
町
稲
代

串
﨑
敬
和

◎
寿
光
苑
へ　

▽
神
戸
市　

藤
田
喜

弘　

▽
弥
栄
町
木
都
賀　

小
田
亀
信

◎
弥
栄
苑
へ　

▽
広
島
県
尾
道
市　

坂
田
英
司　

▽
日
脚
町　

川
本
廣
義

◎
美
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

▽
日
脚
町　

釜
江
巖
雄　

▽
櫟
田
原

町　

中
村
米
太
郎

◎
市
へ　

▽
㈱
伸
和

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
浜
田
市
民

合
唱
団

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
都
川
＝
▽
旭

町
都
川　

佐
々
岡
光
宏

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
久
畑
＝
▽
上

府
町　

藤
井
京
子

◎
久
佐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ　

▽
金
城
町
久
佐　

川
本
鈴
枝

◎
寿
光
苑
へ　

▽
相
生
町　

廣
瀬
住

友　

▽
長
浜
町　

大
田
幸
治

◎
弥
栄
苑
へ　

▽
み
つ
ば
ク
ラ
ブ

◎
金
城
消
防
隊
へ　

▽
金
城
町
七
条

岡
本
重
忠

◎
ア
ゼ
ー
リ
み
ず
す
み
へ　

▽
三
隅

町
井
野　

杉
戸
雅

◎
夕
陽
が
丘
へ　

▽
下
府
町　

小
寺

義
一

◎
松
風
園
へ　

▽
岡
山
市　

三
浦
明

子　

▽
日
脚
町　

中
田
俊
則　

▽
熱

田
町　

山
本
硯
治

　固定資産税（第４期）・国
民健康保険料（第９期）の納
期限は、２月29日㈮・口座振
替日は、２月28日㈭です。

お忘れなく

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

定　

中
学
生
以
下　

30
人

　

高
校
生
、
大
学
生　

各
10
人

　

一
般　

30
人

※　

貸
靴
代
と
し
て
４
０
０
円
必
要

で
す
。
事
前
の
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

申
・
問　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田　

（
☎
・
FAX
㉘
１
８
０
０
）

INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION
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現
在
開
催
中
の
『
カ
グ
ラ
！
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
展
』。
石
見
神
楽
の
魅

力
を
独
創
的
な
面
と
き
ら
び
や
か
な

衣
裳
の
展
示
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
展
示
だ
け
で
な
く
、
衣
裳

（
子
ど
も
用
）
を
着
て
自
由
に
舞
え

る
神
楽
の
舞
台
や
、
神
楽
ク
イ
ズ
に

挑
戦
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、

遊
び
や
体
験
の
要
素
も
盛
り
込
ん
だ

楽
し
い
展
覧
会
で
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
ぜ
ひ
注
目
し
て
も

ら
い
た
い
の
は
、
石
見
神
楽
の
登
場

人
物
を
描
い
た
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ラ
ス

ト
で
す
。
作
者
は
、「
美
川
西
神
楽

保
存
会
」
の
下
間
誠
一
郎
さ
ん
。
実

際
に
神
楽
を
舞
っ
て
い
る
人
な
ら
で

は
の
リ
ア
ル
な
表
現
が
魅
力
で
す
。

生
き
生
き
と
し
た
面
の
表
情
や
衣
裳

の
模
様
の
繊
細
な
表
現
な
ど
に
、
ぜ

ひ
注
目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

３
月
の
イ
ベ
ン
ト

３
月
の
休
館
日

（
月
曜
日
）３
日
、10
日
、17
日
、

24
日
、31
日

（
振
替
日
）
21
日

カ
グ
ラ
！

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
展

　

ま
た
、
後
野
小
学
校
の
全
校
児
童

に
よ
る
「
カ
グ
ラ
ッ
子
Ｔ
シ
ャ
ツ
」

な
ど
、
浜
田
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

作
品
も
好
評
で
す
。
石
見
神
楽
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
豊
か
な
創
造

力
の
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
作
品

か
ら
強
く
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

神
楽
公
演
な
ど
も
併
せ
、
様
々
な

楽
し
み
方
が
で
き
る
神
楽
展
に
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

★
特
別
企
画　
《
竹
内
幸
夫
先
生
の

神
楽
談
義
と
大
元
神
楽
公
演
》

日
時　

３
月
30
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

企
画
展
示
室
４
（
４
階
）

※　

展
覧
会
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

■
観
覧
料

　

一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　

小
学
・
中
学
生　

１
０
０
円

人　口（１月末現在）
（単位 : 人）

世 帯 男 女 総 数
浜　田 19,477 21,203 23,694 44,897
金　城 1,898 2,411 2,580 4,991
旭 1,220 1,351 1,631 2,982
弥　栄 736 770 857 1,627
三　隅 2,877 3,420 3,834 7,254
合　計 26,208 29,155 32,596 61,751

■
石
見
神
楽
公
演
（
入
場
無
料
）

◎
２
日
㈰　

上
府
社
中

　

９
日
㈰　

谷
住
郷
神
楽
社
中

　

16
日
㈰　

佐
野
神
楽
社
中

　

23
日
㈰　

安
城
神
楽
社
中

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ひ
な
人
形
エ
ッ
グ
》

　

卵
に
和
紙
の
着
物
を
着
せ
て
か
わ

い
い
ひ
な
人
形
を
つ
く
ろ
う
。

◎
３
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰

●
材
料
費　

ひ
と
り
１
０
０
円

《
画
用
紙
で
神
楽
面
づ
く
り
》

　

神
や
鬼
の
顔
を
描
い
て
お
面
を
つ

く
る
よ
。
毛
糸
や
色
紙
も
貼
ろ
う
。

◎
３
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰
、
15
日

㈯
、
16
日
㈰

●
材
料
費　

ひ
と
り
１
０
０
円

《
紙
筒
オ
ロ
チ
づ
く
り
》

　

紙
筒
を
く

し
ゃ
く
し
ゃ
に

し
て
、
顔
と

シ
ッ
ポ
を
つ
け

れ
ば
オ
ロ
チ
の
誕
生
！

◎
３
月
20
日
㈷
、
22
日
㈯
、
23
日
㈰

●
材
料
費　

ひ
と
り
１
０
０
円

《
神
楽
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
つ
く
ろ
う
》

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
神
楽
Ｔ
シ
ャ
ツ
づ
く

り
に
挑
戦
！

◎
３
月
29
日
㈯
、
30
日
㈰

●
材
料
費　

ひ
と
り
５
０
０
円

　

午
後
１
時
〜
４
時

※　

参
加
受
付
は
当
日
午
後
３
時
30

分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

常
設
展
示
室
の
案
内

　

２
０
０
６
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
３
階
常
設
展
示
室
。
当
館
が
収
蔵

す
る
郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
を

常
時
観
覧
で
き
ま
す
。
現
在
は
、
企

画
展
に
ち
な
ん
だ
神
楽
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
企
画
展
と
併
せ

て
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
カ
フ
ェ
へ
ど
う
ぞ

　

３
階
の
カ
フ
ェ
に
昨
年
大
好
評

だ
っ
た
期
間
限
定
メ

ニ
ュ
ー
が
登
場
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に

も
大
人
気
！

★
お
ろ
ち
パ
フ
ェ　

３
５
０
円

　
（
４
月
６
日
㈰
ま
で
の
限
定
）

■
営
業
時
間
（
土
日
祝
日
の
み
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

（
神
楽
公
演
日
は
午
前
10
時
〜
午

後
１
時
）

〈鐘馗〉下間誠一郎


